


　内閣府では、日本と世界各国
の青年の交流を通して、相互理
解と友好を深め、広い国際的な
視野と国際協調の精神を身につ
けた、次代を担うふさわしい青
年を育成するため、青年国際交
流事業を実施しています。 
　対象　一般的な教養があり、
交流活動を円滑に行える語学
力を持つ、平成20年４月１日
現在で18歳～30歳までの方 
　内容　①国際青年育成交流 
　②日中・日韓青年親善交流 
　③世界青年の船 
　④東南アジア青年の船 
　応募期間　３月25日　まで 
　県選考会　４月９日 
　お問い合わせと申し込み先 
　千葉県県民生活課　☎０４３
－２２３－２３３０ 
 
 
　県動物愛護センターでは、犬
及びねこの飼養が困難となった
飼い主に対し、新たな飼い主を
探す機会を提供する場として
「飼い主さがしの会」を次のと

おり開催します。 
　開催日　３月20日（木・祝） 
　場所　千葉県動物愛護センタ
　ー（富里市御料７０９－１） 
　受付時間　犬・ねこを飼いた
　い方：13：00～13：30 
　犬・ねこを連れてくる方：
　14：00～14：30 
詳しくは、県動物愛護センター
（☎０４７６－９３－５７１１）
にお問い合わせください。 
 
 
 
 
　佐原高校定時制で、ゆとりあ
る高校教育をあなたのペ－スで
学んでみませんか。第２次学力
検査の内容をお知らせします。 
　募集定員　若干名（普通科・
　男女共学） 
　検査等の内容　国語・数学・
　英語の３科目と面接 
　願書の受付　 
　３月10日　～12日　正午まで 
　検査期日　３月18日 
　出願書類その他詳しいお問い
　合わせ  県立佐原高等学校定
　時制　☎　５１３１ 
 
 
 
 
　あなたも佐原白楊高校で一緒
に学んでみませんか。次のとお
り聴講生を募集しています。 
　受講期間　平成20年４月～
　平成21年３月 
　受講日　週１回　毎週金曜日
　13：25～15：15 
　開講科目　エアロビクス、陶
芸入門、地域伝統芸術入門（雅
楽）、中国語入門、韓国語入門 
　募集人数　陶芸入門が５名程
度、その他の科目が各10名程
度 
　受講資格　中学校卒業同等以
上の方。ただし、高等学校在

籍者は除く。 
＞聴講料等　年額 ９，６２０円 
その他各科目で教材費がかか
ります。 
　提出書類　①志願書、②１年
以内の胸部Ｘ線に異常がない
ことを証明するもの（病院・
勤務先の証明書等） 
　提出期間　３月３日　～３月
14日　　9：00～16：30 
　提出先　県立佐原白楊高校事
務室 
　申し込み先とお問い合わせ 
　県立佐原白楊高等学校　☎　
　５１３７ 
 
 
 
 
「航空ジャンク市」 
　普段なかなか手に入れること
のできない飛行機などの部品や
機内食用食器などの機内用品、
エアライングッズなどを展示販
売します。 
　期間　３月８日　～９日 
「集まれ！航空機コレクション」 
　航空機モデルの個人コレクシ
ョンを集めて展示します。 
　期間　３月15日　～16日 
「パイロットのおはなし」 
　現役のパイロットが、業務内
容やパイロットへの道などにつ
いて、体験を交えて解説しま
す。飛行機の操縦などの魅力を
プロから聞いてみましょう。 
　日時　３月30日　　13：00～ 
　お問い合わせ　航空科学博物 
　館　☎０４７９－７８－０５
　５７ 
 
 
 

　高齢者人口の増加に伴い、介護保険を利用する方が増加し 

ています。まだまだ介護は必要でないけれど、少しずつ気持 

ちや体が以前のように動かないという方も多くなっています。 

あなたも介護予防検診を受けて、自分らしいからだつくりや 

気持ちつくりを考えてみませんか？ 

 



　町では、在宅高齢者で介護を要する方や、障害に
より理容店に出向くことが困難な方に対して、出張
料金を助成しております。 
【対象者】 
◇介護保険　要介護認定　３・４・５の方 
◇重度身体障害者の内、肢体（下肢）・聴覚・視覚・
呼吸器機能障害に該当する方 
【助成内容】 
◇出張料金２,０００円のうち１,０００円を助成します。
（理容代金は自己負担） 
【利用方法】 
◇利用希望者は、利用登録申請のうえ利用券の交付
を受けてください。その後、理容店に連絡のうえ、
調髪後に理容代金と出張料金のお支払いと一緒に
利用券を渡してください。 
※取り扱い店名等詳細については、保健福祉課（☎
　１６０３）にお問い合わせください。 

　「近くに遊び場がない」「お友達がいない」、ま
た育児のことで悩んでいるお母さん。どうぞお気軽
にお子さまと一緒にご参加ください。 

○対象者　平成17年４月１日現在、遺族年金などを
受けていない方　※遺族年金対象者がいない場合
は、次の優先順位で遺族の方一人に支給します。 
　①戦没者の子  ②戦没者の父母・孫・祖父母・兄弟
姉妹  ③前記以外の三親等内の親族で、戦没者等
の死亡時まで引き続き一年以上生計関係を有した方 
○請求期限　平成20年３月31日 
○お問い合わせ　保健福祉課　☎　１６０３ 
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神崎・米沢各保育所、
保健福祉課で随時受
け付けします。 

わくわく西の城視聴覚室
で開設日に随時受け付け
します。 

1回目は4月17日 
9：30～11：00、各保
育所にて行います。 

神崎保育所 ☎　２０５８　米沢保育所 ☎　２８１０ 

保健福祉課 ☎　１６０３ 

毎週火・木曜日 
10：00～13：00 
わくわく西の城視聴覚室 

　次代を担う子どもの健全な育成と子育て家庭の支援に総合的に取り組むため、平成17年３月に「神崎町次世

代育成支援行動計画」を策定しました。 

　本計画では、「育てる喜びと育つ喜びを実感できるまち・こうざき」をめざす姿として、これを実現するため

に様々な取り組みを行ってきました。今回は本計画の進捗状況の概要についてお知らせします。 

平成18年12月より『わくわく西の城』において週２回（火・木曜日）“どんぐりの森”を開催し、妊

娠・出産・子育てにわたる様々な不安を解消したり、子育て家庭の孤立化を防ぐとともに、開催時

には子育ての“先輩ママさん”に協力をしていただき地域ぐるみの子育てに取り組んでいます。 

平成17年６月より、町内２か所の保育所において子育て過程の様々なニーズに対応するため、一時

保育事業を実施しています。 

これにより、パートタイム就労（週３日以内）、保護者や家族の疾病（月15日以内）、育児疲れなど

（週２日以内）で一時保育が必要となる乳幼児に対応しています。 

以上の重点プロジェクトのほかに、４点の施策目標は以下

のとおりとなります。 

１．のびやかでたくましい子どもの成長を支えあいます 

２．喜びとゆとりを実感できる子育てを支えあいます 

３．安心して子育てできる環境を共に築きます 

４．子育て・子育ち支援の重層的な輪を広げます 

この中から、主要なものの概要は次のとおりです。 

このほか、詳細はホームページ・保健福祉課窓口にチラシを用意してありますのでご覧ください。 

※お問い合わせ　保健福祉課　☎　１６０３ 

 

乳幼児の発達支援事業の充実 

読み聞かせ事業などの推進 

地域文化を通じた子どもとの世代間交流の推進 

経済的支援 

子育て支援費の支給 

公共施設などの柔軟な利用による居場所づくり 

 

乳幼児健診時の心理相談員の配置・すくすく相談 

おはなしのとびら 

地域の高齢者より伝承遊び（竹とんぼ、わらぞうり等） 

の指導 

チャイルドシート購入助成 

第３子の出産、小学校入学時に支給 

小学生異学年交流のための「わくわくウィークエンド 

スクール」 
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　４月１日　から、役場庁舎への電話の 
かけ方が変わります。 
　これまでは、役場へのお電話は、電話交換手が各担当係におつな
ぎしていました。 
　ダイヤルイン方式を採用することにより、交換手を通さず直接各
担当課へ電話をかけていただくことができるようになります。 
　なお、お問い合わせ先がわからないときは、総務課直通番号（☎
７２－２１１１）をご利用ください。 
　また、神崎ふれあいプラザ内＜教育委員会（☎７２－１６０１）、
保健福祉課（☎７２－１６０３）、地域包括支援センター（☎７２－
１６０７）＞の電話番号は変更ありません。 

総務課 

町民課（税務係） 

町民課（住民係・国保年金係・生活環境係） 

まちづくり課 

議会事務局 
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４日　仕事始め、庁議 
６日　神崎町消防団出初式 
７日　新しい時代を開く千葉県民の集い（千葉市） 
11日　香取郡市名刺交換会、香取郡市市町会臨時 
　　　総会（香取市） 
13日　成人式、成田空港周辺市町首長会議（横芝 
　　　光町） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15日　教育委員会定例会、１市４町首長会議（富 
　　　里市） 
16日　成田市・神崎町消防連絡会議（成田市） 
18日　香取特別支援学校餅つき大会、職員労働組 
　　　合旗開き（成田市） 
21日　産業連携推進フォーラム 
22日　県道成田神崎線建設促進要望活動（千葉県庁） 
25日　老人クラブ連合会新年会、圏央道ＩＣ周辺 
　　　整備計画協議（成田市） 
30日　成田国際空港都市づくり推進会議（成田市） 
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役場の町民課 
国保年金係 

お近くの社会 
保険事務所 

厚生年金加入 
者の方のお勤 
め先の社会保 
険担当者 

７月23～27日 ９：00～11：00 ふれあいプラザ 30名参加 

　毎年人気のある英会話教室。今年は小学校低学年22

名、高学年８名の30名で、メリンダ先生・サラ先生の

工夫された教材を使いながら、楽しい学習をしました。

最終日には素敵な修了証もいただき、嬉しそうでした。 

７月30日　科学技術館　40名参加 

　科学技術館での“科学の祭典全国大会”に参加しま

した。100近くの実験の場があり、自分の興味のある

実験や工作を体験し、科学のおもしろさや不思議さを

感じてきました。 

７月25～26日　高源院　20名参加 
　本堂に一泊し、座禅や一汁一菜食、ゲーム、パンづ
くり等、普段できない多くのことを体験しました。 
朝と夜の座禅では、生活の中で聞くことのできない音
や虫の声を聞くことができ、楽しかったです。 

６～10月の火曜日（全５回）　10名参加 
　わくわく西の城を会場に、自然を生かしたオリジナ
ル作品を作りました。参加した皆さんは、「つる」の持
つ暖かさや素晴らしさを実感できたようでした。 
　また、出来上がった作品は、文化祭に出展され、来
場者の目を楽しませていました。 
 

実用講座　①年賀状等作成編　12月5日～７日、②ブ
ログ入門・ホームページ活用編　１月28日～31日
15名参加 
　前半は「筆まめ」を使って年賀状デザイン作成を試
み、後半はホームページ検索の仕方や流行のブログ作
成、模擬ネットショッピング等の体験を含めたインタ
ーネット活用について学びました。皆さん、とても熱
心に受講され、操作方法の習得も早く、一段とパソコ
ン活用の楽しみが増えたことでしょう。 

６～10月の木曜日（全６回）　19名参加 
　アクリル絵の具を使って、木製のコースターやウェ
ルカムボード、Ｔシャツなどに静物画等を描くトール
ペイントの教室を、初めて開催しました。皆さん、初
めてとは思えない巧みな筆使いで、素晴らしい作品を
描いていました。 
　また、出来上がった作品は、文化祭に出展され、来
場者の目を楽しませていました。 
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　神崎エンジェルスは、小 
学校低学年は基礎を中心に、 
高学年は実践を中心とした 
練習を行い、各種大会へ参 
加しています。また、他の 
野球チームとの交流やバー 
ベキューなど、野球以外の楽しい活動も行っています｡ 
◆対　　象　小学１年生から６年生 
◆活 動 日　毎週土曜・日曜日　午前９時から 
◆練習場所　神崎町民野球場 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　神崎　昭一（並木）☎　３７３４   
　　長谷　芳幸（四季の丘）☎　４５２５ 
※指導者の方も随時募集しております。 
 

　ＦＣ神崎は、小学１年生か 
ら６年生までの元気な少年た 
ちがボールを追いかけ、パス、 
ヘディング、シュートと楽し 
く活動しております。 
　活動内容は、基礎であるボ 
ールの蹴り方から実践練習、ゲーム等を行い、他町の 
チームとの試合も行っております。 
◆対　　象　小学１年生から６年生 
◆活 動 日　毎週土曜・日曜日 
　　　　　　午前８時30分から12時まで 
◆練習場所　わくわく西の城グランド 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　松岡　克弘（監督）　☎　３１５９ 
　　高橋　弘哲（事務局）☎　１０４０ 
※指導者の方も募集しています。 
 

　少林寺拳法神崎支部は、拳 
法の基本から技に至るまで、 
少林寺拳士たちがこれら拳法 
の鍛練をとおして心身を磨き、 
活発に活動しています｡ 
　また、拳法の練習以外にも、 
夏季合宿、クリスマス会、もちつき大会などの楽しい 
レクリエーション行事も行っております。 
◆対　　象　小学１年生以上 
◆活 動 日　毎週月曜・木曜日　午後７時30分から 
　　　　　　９時まで（一般は午後10時まで） 
◆練習場所　神崎中学校体育館 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　大久保　勝男　☎０９０－４２０６―２９７８ 
※一般の方も老若男女問わず募集しておりますので、 
　お気軽にお問い合わせください。 
 

　神崎ジュニアテニスク 
ラブは、今年で発足11年 
目になりました。ボレー、 
ストローク、サーブの基 
礎練習から試合形式まで 
楽しく活動しています。 
　また、クリスマス会などの楽しい行事で盛り上が 
ります。 
◆対　　象　原則として小学２年から６年生の男女 
◆活 動 日　毎週金曜日 
　　　　　　午後７時30分から９時まで 
◆練習場所　神崎町民庭球場 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　細田　稔夫　☎　１９２２ 
 

◎小学生１・２年生の部【1.0㎞】 
　優　勝　村上　夏美さん（４分09秒・神崎小２年） 
　準優勝　石橋　雅基くん（米沢小２年）　 
　３　位　飯田　智也くん（米沢小２年） 
◎小学生３・４年生の部・女子【1.0㎞】 
　優　勝　飯田　栞音さん（３分55秒・米沢小２年） 
　準優勝　齊藤美佳恵さん（神崎小４年） 
　３　位　橋口　綾香さん（神崎小４年） 
◎小学生３・４年生の部・男子【1.5㎞】 
　優　勝　山口　粋人くん（５分50秒・神崎小３年） 
　準優勝　今井　那生くん（神崎小４年） 
　３　位　藤岡　陽太くん（神崎小４年） 
◎小学生５・６年生の部・女子【1.5㎞】 
　優　勝　成毛　怜美さん（５分57秒・米沢小５年） 
　準優勝　加藤　　茜さん（米沢小６年） 
　３　位　大竹愛里咲さん（神崎小４年） 
◎小学生５・６年生の部・男子【2.0㎞】 
　優　勝　杉山　智章くん（７分34秒・米沢小６年） 
　準優勝　　橋　知也くん（神崎小５年） 
　３　位　青野　健登くん（神崎小６年） 
◎一般女子の部（中学生以上）【2.0㎞】 
　優　勝　飯田亜理沙さん（７分53秒・神崎中２年） 
　準優勝　堤　ひかるさん（神崎中１年） 
　３　位　毛呂　夏美さん（神崎中１年） 
◎一般男子の部（中学生以上）【3.0㎞】 
　優　勝　伊藤　隆幸くん（９分59秒・神崎中２年） 
　準優勝　椿　　宜将くん（神崎中２年） 
　３　位　桜井　　駿くん（神崎中３年） 
 
 

　２月２日、天の川公園周辺をコースとして第３回
神崎町民マラソン・ウォーキング大会が開催されま
した。 
　小学校１年生の児童から大人まで総勢２６９名が
参加し、学年別・男女別による７種目のマラソン競
技とウォ－キングが行われました。 
　準備運動をした後、小学校１・２年生の部から順
番に競技がスタート。参加者は、上位入賞を目指し
て力走し、健脚を競いました。沿道からは大勢の人
たちがランナーへ声援を送っていました。また、５
㎞のウォ－キングは各自のペースで歩き、心地よい
汗を流していました。 
　なお、マラソン入賞者には主催者より賞状、ライ
オンズクラブよりメダルが授与され、参加者全員に
女性の会の皆さんによるおいしい豚汁がふるまわれ
ました。 
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　東京電力が子どもたちに贈る人形劇「かんぱとピー

ノイの米づくり」の公演が１月21日、神崎ふれあい

プラザで行われました。物語はラオスに伝わる民話

をアレンジしたもので、少年「かんぱ」が叔母さん

に苗をもらい、夜にしか姿を現さない精霊「ピーノイ」

の力を借りて初めて米作りに挑戦する内容です。 

　当日はたくさんの園児や児童が会場を訪れ、客席に

も飛び出して演じられる劇を熱心に見入っていました。 

　２月１日、神崎ふれあいプラザで香取農林振興セ
ンター主催による香取食育シンポジウムが開催され
ました。食育コーディネーターの大村直己氏を講師
に迎え、「家庭・地域での食育～元気、やる気、根気
の“き”を育む」をテーマにした基調講演では、「食べ
物が身体を育み、食の空間が子どもの心を育てる。
子育ての基本は早寝早起き朝ごはん」と語りました。 
　第２部では、伝統食や発酵食に取り組む㈱寺田本
家の寺田啓佐さん、町給食センター栄養士白鳥やよ
いさんら２名による活動事例発表等が行われました。 
　さらに、神崎町保健推進員による試食コーナーや
食育活動パネル展示もあり、食べて考えるシンポジ
ウムになりました。 

　２月15日、神崎ふれあいプラザ視聴覚室で神崎町
の未来を考える会（会長野口喜平）主催による市町
村合併講演会が開催され、150名が参加しました。 
　千葉県総務部市町村課市町村合併担当課長板倉正
典氏を講師に迎え、『「千葉県市町村合併推進構想」～
分権型社会の実現のために～』と題して約60分にわ
たって講演。板倉氏は、分権型社会への転換、成田
市を中心とした合併の組合せ、空港を核とした地域
振興等を分かりやすく説明。住民一人ひとりが地域
の10年後、20年後を見据えた魅力的な地域づくりを
考えましょうと話されました。また、本町出身の千
葉県総合企画部長飯田耕一氏より、成田空港の現状
と課題をテーマに、空港機能の拡充、交通網の整備、
周辺自治体をさらに魅力的にすることが重要である
と話され、有意義な講演会となりました。 

名　　称　　等 落札金額（税込） 落札者名 履行期限・工期 

町道並木郡根岸線　ＪＲ横断推進 
設計業務委託（郡地先） 

町道武田古原線　道路改良工事　 
（古原地先） 

㈱環境技研コン 
サルタント 

椿建設㈱  

平成20年３月25日限り 

平成20年２月19日から 
平成20年３月20日まで  

3,780,000円 

23,047,500円 

① 

② 

 

（随意契約金額） 
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　神崎エンジェルスは、小 
学校低学年は基礎を中心に、 
高学年は実践を中心とした 
練習を行い、各種大会へ参 
加しています。また、他の 
野球チームとの交流やバー 
ベキューなど、野球以外の楽しい活動も行っています｡ 
◆対　　象　小学１年生から６年生 
◆活 動 日　毎週土曜・日曜日　午前９時から 
◆練習場所　神崎町民野球場 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　神崎　昭一（並木）☎　３７３４   
　　長谷　芳幸（四季の丘）☎　４５２５ 
※指導者の方も随時募集しております。 
 

　ＦＣ神崎は、小学１年生か 
ら６年生までの元気な少年た 
ちがボールを追いかけ、パス、 
ヘディング、シュートと楽し 
く活動しております。 
　活動内容は、基礎であるボ 
ールの蹴り方から実践練習、ゲーム等を行い、他町の 
チームとの試合も行っております。 
◆対　　象　小学１年生から６年生 
◆活 動 日　毎週土曜・日曜日 
　　　　　　午前８時30分から12時まで 
◆練習場所　わくわく西の城グランド 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　松岡　克弘（監督）　☎　３１５９ 
　　高橋　弘哲（事務局）☎　１０４０ 
※指導者の方も募集しています。 
 

　少林寺拳法神崎支部は、拳 
法の基本から技に至るまで、 
少林寺拳士たちがこれら拳法 
の鍛練をとおして心身を磨き、 
活発に活動しています｡ 
　また、拳法の練習以外にも、 
夏季合宿、クリスマス会、もちつき大会などの楽しい 
レクリエーション行事も行っております。 
◆対　　象　小学１年生以上 
◆活 動 日　毎週月曜・木曜日　午後７時30分から 
　　　　　　９時まで（一般は午後10時まで） 
◆練習場所　神崎中学校体育館 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　大久保　勝男　☎０９０－４２０６―２９７８ 
※一般の方も老若男女問わず募集しておりますので、 
　お気軽にお問い合わせください。 
 

　神崎ジュニアテニスク 
ラブは、今年で発足11年 
目になりました。ボレー、 
ストローク、サーブの基 
礎練習から試合形式まで 
楽しく活動しています。 
　また、クリスマス会などの楽しい行事で盛り上が 
ります。 
◆対　　象　原則として小学２年から６年生の男女 
◆活 動 日　毎週金曜日 
　　　　　　午後７時30分から９時まで 
◆練習場所　神崎町民庭球場 
◆申し込みとお問い合わせ 
　　細田　稔夫　☎　１９２２ 
 

◎小学生１・２年生の部【1.0㎞】 
　優　勝　村上　夏美さん（４分09秒・神崎小２年） 
　準優勝　石橋　雅基くん（米沢小２年）　 
　３　位　飯田　智也くん（米沢小２年） 
◎小学生３・４年生の部・女子【1.0㎞】 
　優　勝　飯田　栞音さん（３分55秒・米沢小２年） 
　準優勝　齊藤美佳恵さん（神崎小４年） 
　３　位　橋口　綾香さん（神崎小４年） 
◎小学生３・４年生の部・男子【1.5㎞】 
　優　勝　山口　粋人くん（５分50秒・神崎小３年） 
　準優勝　今井　那生くん（神崎小４年） 
　３　位　藤岡　陽太くん（神崎小４年） 
◎小学生５・６年生の部・女子【1.5㎞】 
　優　勝　成毛　怜美さん（５分57秒・米沢小５年） 
　準優勝　加藤　　茜さん（米沢小６年） 
　３　位　大竹愛里咲さん（神崎小４年） 
◎小学生５・６年生の部・男子【2.0㎞】 
　優　勝　杉山　智章くん（７分34秒・米沢小６年） 
　準優勝　　橋　知也くん（神崎小５年） 
　３　位　青野　健登くん（神崎小６年） 
◎一般女子の部（中学生以上）【2.0㎞】 
　優　勝　飯田亜理沙さん（７分53秒・神崎中２年） 
　準優勝　堤　ひかるさん（神崎中１年） 
　３　位　毛呂　夏美さん（神崎中１年） 
◎一般男子の部（中学生以上）【3.0㎞】 
　優　勝　伊藤　隆幸くん（９分59秒・神崎中２年） 
　準優勝　椿　　宜将くん（神崎中２年） 
　３　位　桜井　　駿くん（神崎中３年） 
 
 

　２月２日、天の川公園周辺をコースとして第３回
神崎町民マラソン・ウォーキング大会が開催されま
した。 
　小学校１年生の児童から大人まで総勢２６９名が
参加し、学年別・男女別による７種目のマラソン競
技とウォ－キングが行われました。 
　準備運動をした後、小学校１・２年生の部から順
番に競技がスタート。参加者は、上位入賞を目指し
て力走し、健脚を競いました。沿道からは大勢の人
たちがランナーへ声援を送っていました。また、５
㎞のウォ－キングは各自のペースで歩き、心地よい
汗を流していました。 
　なお、マラソン入賞者には主催者より賞状、ライ
オンズクラブよりメダルが授与され、参加者全員に
女性の会の皆さんによるおいしい豚汁がふるまわれ
ました。 



 

４日　仕事始め、庁議 
６日　神崎町消防団出初式 
７日　新しい時代を開く千葉県民の集い（千葉市） 
11日　香取郡市名刺交換会、香取郡市市町会臨時 
　　　総会（香取市） 
13日　成人式、成田空港周辺市町首長会議（横芝 
　　　光町） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15日　教育委員会定例会、１市４町首長会議（富 
　　　里市） 
16日　成田市・神崎町消防連絡会議（成田市） 
18日　香取特別支援学校餅つき大会、職員労働組 
　　　合旗開き（成田市） 
21日　産業連携推進フォーラム 
22日　県道成田神崎線建設促進要望活動（千葉県庁） 
25日　老人クラブ連合会新年会、圏央道ＩＣ周辺 
　　　整備計画協議（成田市） 
30日　成田国際空港都市づくり推進会議（成田市） 
 

　
今
年
の
10
月
ま
で
に
社
会
保
険

庁
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
送
付
さ
れ
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に
は
ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な

い
か
十
分
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認
を
し
て
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だ
さ
い
。
 

 ◆
住
所
変
更
の
あ
る
方
は
…
 

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
社

会
保
険
庁
に
届
け
て
あ
る
住
所
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
住
所
変
更
が
お

済
み
で
な
い
方
は
変
更
手
続
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
氏
名
に
変
更
の
あ
る
方
も
…
 

　
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
ら
れ
た

方
で
氏
名
変
更
の
届
け
出
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
氏
名
変

更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
手
続
き
す
る
場
所
 

          ◆
お
問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
特

別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７

０
―
０
５
８
―
５
５
５
 

役場の町民課 
国保年金係 

お近くの社会 
保険事務所 

厚生年金加入 
者の方のお勤 
め先の社会保 
険担当者 

７月23～27日 ９：00～11：00 ふれあいプラザ 30名参加 

　毎年人気のある英会話教室。今年は小学校低学年22

名、高学年８名の30名で、メリンダ先生・サラ先生の

工夫された教材を使いながら、楽しい学習をしました。

最終日には素敵な修了証もいただき、嬉しそうでした。 

７月30日　科学技術館　40名参加 

　科学技術館での“科学の祭典全国大会”に参加しま

した。100近くの実験の場があり、自分の興味のある

実験や工作を体験し、科学のおもしろさや不思議さを

感じてきました。 

７月25～26日　高源院　20名参加 
　本堂に一泊し、座禅や一汁一菜食、ゲーム、パンづ
くり等、普段できない多くのことを体験しました。 
朝と夜の座禅では、生活の中で聞くことのできない音
や虫の声を聞くことができ、楽しかったです。 

６～10月の火曜日（全５回）　10名参加 
　わくわく西の城を会場に、自然を生かしたオリジナ
ル作品を作りました。参加した皆さんは、「つる」の持
つ暖かさや素晴らしさを実感できたようでした。 
　また、出来上がった作品は、文化祭に出展され、来
場者の目を楽しませていました。 
 

実用講座　①年賀状等作成編　12月5日～７日、②ブ
ログ入門・ホームページ活用編　１月28日～31日
15名参加 
　前半は「筆まめ」を使って年賀状デザイン作成を試
み、後半はホームページ検索の仕方や流行のブログ作
成、模擬ネットショッピング等の体験を含めたインタ
ーネット活用について学びました。皆さん、とても熱
心に受講され、操作方法の習得も早く、一段とパソコ
ン活用の楽しみが増えたことでしょう。 

６～10月の木曜日（全６回）　19名参加 
　アクリル絵の具を使って、木製のコースターやウェ
ルカムボード、Ｔシャツなどに静物画等を描くトール
ペイントの教室を、初めて開催しました。皆さん、初
めてとは思えない巧みな筆使いで、素晴らしい作品を
描いていました。 
　また、出来上がった作品は、文化祭に出展され、来
場者の目を楽しませていました。 
 



 

 

３
月
現
在
、
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
方
は
？
 

■
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
７
年
９

月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
 

▽
昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
生
ま

れ
の
方
は
、
75
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
１
日
か
ら
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
そ
の
月
か
ら
）
老
人
保

健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。
 

■
寝
た
き
り
な
ど
一
定
の
障
害
が

あ
る
65
歳
以
上
の
方
も
老
人
保

健
で
医
療
を
受
け
ま
す
。
 

▽
申
請
し
て
町
長
か
ら
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 平
成
２０ 
年
４
月
か
ら
は
？
 

　
前
記
の
老
人
保
健
対
象
者
の
加

入
保
険
が
国
保
、
社
会
保
険
、
共

済
組
合
な
ど
こ
れ
ま
で
の
医
療
保

険
に
関
係
な
く
、
都
道
府
県
ご
と
 

     

        に
設
置
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
」
の
運
営
す
る
保
険
の
加

入
者
と
な
り
、
新
し
い
保
険
証
が

一
人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

 負
担
は
ど
う
な
る
？
 

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

自
己
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
一
般
の
人
は
１
割
負
担
、
現
役

並
み
所
得
の
あ
る
人
は
３
割
負
担

と
な
り
ま
す
。
 

 保
険
料
は
？
 

　
保
険
料
は
、
広
域
連
合
ご
と
に

決
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
自
分

で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

社
会
保
険
な
ど
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被
扶
養
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の
人

も
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。
 

 ３
月
下
旬
に
郵
便
で
新
し
い
保
険

証
が
届
き
ま
す
の
で
、
４
月
以
降

は
間
違
わ
ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課
国
保

年
金
係
　
☎
　
２
１
１
１
 

　４月１日　から、役場庁舎への電話の 
かけ方が変わります。 
　これまでは、役場へのお電話は、電話交換手が各担当係におつな
ぎしていました。 
　ダイヤルイン方式を採用することにより、交換手を通さず直接各
担当課へ電話をかけていただくことができるようになります。 
　なお、お問い合わせ先がわからないときは、総務課直通番号（☎
７２－２１１１）をご利用ください。 
　また、神崎ふれあいプラザ内＜教育委員会（☎７２－１６０１）、
保健福祉課（☎７２－１６０３）、地域包括支援センター（☎７２－
１６０７）＞の電話番号は変更ありません。 

総務課 

町民課（税務係） 

町民課（住民係・国保年金係・生活環境係） 

まちづくり課 

議会事務局 

 

　
５
月
22
日
で
任
期
満
了
と
な
る

神
崎
町
長
の
選
挙
を
、
５
月
13
日

　
告
示
、
５
月
18
日
　
投
票
の
日

程
で
執
行
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
 

　
神
崎
町
長
選
挙
の
執
行
に
伴
い
、

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

　
当
日
は
、
立
候
補
届
に
必
要
な

書
類
を
配
布
し
て
、
各
届
出
書
の

記
載
要
領
や
選
挙
ま
で
の
日
程
等

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

 ・
日
時
 
４
月
10
日
　
 
午
後
２
時
 

・
場
所
 
役
場
２
階
第
２
会
議
室
 

 ※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
神
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
。
 

☎
　
２
１
１
１
　
内
線
２
１
１
 



　町では、在宅高齢者で介護を要する方や、障害に
より理容店に出向くことが困難な方に対して、出張
料金を助成しております。 
【対象者】 
◇介護保険　要介護認定　３・４・５の方 
◇重度身体障害者の内、肢体（下肢）・聴覚・視覚・
呼吸器機能障害に該当する方 
【助成内容】 
◇出張料金２,０００円のうち１,０００円を助成します。
（理容代金は自己負担） 
【利用方法】 
◇利用希望者は、利用登録申請のうえ利用券の交付
を受けてください。その後、理容店に連絡のうえ、
調髪後に理容代金と出張料金のお支払いと一緒に
利用券を渡してください。 
※取り扱い店名等詳細については、保健福祉課（☎
　１６０３）にお問い合わせください。 

　「近くに遊び場がない」「お友達がいない」、ま
た育児のことで悩んでいるお母さん。どうぞお気軽
にお子さまと一緒にご参加ください。 

○対象者　平成17年４月１日現在、遺族年金などを
受けていない方　※遺族年金対象者がいない場合
は、次の優先順位で遺族の方一人に支給します。 
　①戦没者の子  ②戦没者の父母・孫・祖父母・兄弟
姉妹  ③前記以外の三親等内の親族で、戦没者等
の死亡時まで引き続き一年以上生計関係を有した方 
○請求期限　平成20年３月31日 
○お問い合わせ　保健福祉課　☎　１６０３ 

■
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

子
の
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前
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地
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寺
田
　
　
心
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松
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美
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羽
　
　
孝
　
　
武
　
田
 

鳥
羽
　
柚
希
　
直
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四
季
の
丘
 

金
澤
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宿
 

岩
田
　
侑
磨
　
正
　
宣
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宿
 

坂
上
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四
季
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石
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大
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野
 

■
お
く
や
み
申
し
上
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ま
す
 

亡
く
な
っ
た
方
　
年
齢
　
地
区
名
 

森
山
　
　
子
　
　
82
歳
　
本
　
宿
 

山
田
　
　
清
　
　
79
歳
　
本
　
宿
 

木
内
　
惠
次
　
　
78
歳
　
神
　
宿
 

永
長
　
年
子
　
　
84
歳
　
本
　
宿
 

飯
　
　
ト
メ
 
 
86
歳
　
　
新
 

大
見
川
　
健
　
　
78
歳
　
本
　
宿
 

神崎・米沢各保育所、
保健福祉課で随時受
け付けします。 

わくわく西の城視聴覚室
で開設日に随時受け付け
します。 

1回目は4月17日 
9：30～11：00、各保
育所にて行います。 

神崎保育所 ☎　２０５８　米沢保育所 ☎　２８１０ 

保健福祉課 ☎　１６０３ 

毎週火・木曜日 
10：00～13：00 
わくわく西の城視聴覚室 

　次代を担う子どもの健全な育成と子育て家庭の支援に総合的に取り組むため、平成17年３月に「神崎町次世

代育成支援行動計画」を策定しました。 

　本計画では、「育てる喜びと育つ喜びを実感できるまち・こうざき」をめざす姿として、これを実現するため

に様々な取り組みを行ってきました。今回は本計画の進捗状況の概要についてお知らせします。 

平成18年12月より『わくわく西の城』において週２回（火・木曜日）“どんぐりの森”を開催し、妊

娠・出産・子育てにわたる様々な不安を解消したり、子育て家庭の孤立化を防ぐとともに、開催時

には子育ての“先輩ママさん”に協力をしていただき地域ぐるみの子育てに取り組んでいます。 

平成17年６月より、町内２か所の保育所において子育て過程の様々なニーズに対応するため、一時

保育事業を実施しています。 

これにより、パートタイム就労（週３日以内）、保護者や家族の疾病（月15日以内）、育児疲れなど

（週２日以内）で一時保育が必要となる乳幼児に対応しています。 

以上の重点プロジェクトのほかに、４点の施策目標は以下

のとおりとなります。 

１．のびやかでたくましい子どもの成長を支えあいます 

２．喜びとゆとりを実感できる子育てを支えあいます 

３．安心して子育てできる環境を共に築きます 

４．子育て・子育ち支援の重層的な輪を広げます 

この中から、主要なものの概要は次のとおりです。 

このほか、詳細はホームページ・保健福祉課窓口にチラシを用意してありますのでご覧ください。 

※お問い合わせ　保健福祉課　☎　１６０３ 

 

乳幼児の発達支援事業の充実 

読み聞かせ事業などの推進 

地域文化を通じた子どもとの世代間交流の推進 

経済的支援 

子育て支援費の支給 

公共施設などの柔軟な利用による居場所づくり 

 

乳幼児健診時の心理相談員の配置・すくすく相談 

おはなしのとびら 

地域の高齢者より伝承遊び（竹とんぼ、わらぞうり等） 

の指導 

チャイルドシート購入助成 

第３子の出産、小学校入学時に支給 

小学生異学年交流のための「わくわくウィークエンド 

スクール」 

 



　内閣府では、日本と世界各国
の青年の交流を通して、相互理
解と友好を深め、広い国際的な
視野と国際協調の精神を身につ
けた、次代を担うふさわしい青
年を育成するため、青年国際交
流事業を実施しています。 
　対象　一般的な教養があり、
交流活動を円滑に行える語学
力を持つ、平成20年４月１日
現在で18歳～30歳までの方 
　内容　①国際青年育成交流 
　②日中・日韓青年親善交流 
　③世界青年の船 
　④東南アジア青年の船 
　応募期間　３月25日　まで 
　県選考会　４月９日 
　お問い合わせと申し込み先 
　千葉県県民生活課　☎０４３
－２２３－２３３０ 
 
 
　県動物愛護センターでは、犬
及びねこの飼養が困難となった
飼い主に対し、新たな飼い主を
探す機会を提供する場として
「飼い主さがしの会」を次のと

おり開催します。 
　開催日　３月20日（木・祝） 
　場所　千葉県動物愛護センタ
　ー（富里市御料７０９－１） 
　受付時間　犬・ねこを飼いた
　い方：13：00～13：30 
　犬・ねこを連れてくる方：
　14：00～14：30 
詳しくは、県動物愛護センター
（☎０４７６－９３－５７１１）
にお問い合わせください。 
 
 
 
 
　佐原高校定時制で、ゆとりあ
る高校教育をあなたのペ－スで
学んでみませんか。第２次学力
検査の内容をお知らせします。 
　募集定員　若干名（普通科・
　男女共学） 
　検査等の内容　国語・数学・
　英語の３科目と面接 
　願書の受付　 
　３月10日　～12日　正午まで 
　検査期日　３月18日 
　出願書類その他詳しいお問い
　合わせ  県立佐原高等学校定
　時制　☎　５１３１ 
 
 
 
 
　あなたも佐原白楊高校で一緒
に学んでみませんか。次のとお
り聴講生を募集しています。 
　受講期間　平成20年４月～
　平成21年３月 
　受講日　週１回　毎週金曜日
　13：25～15：15 
　開講科目　エアロビクス、陶
芸入門、地域伝統芸術入門（雅
楽）、中国語入門、韓国語入門 
　募集人数　陶芸入門が５名程
度、その他の科目が各10名程
度 
　受講資格　中学校卒業同等以
上の方。ただし、高等学校在

籍者は除く。 
＞聴講料等　年額 ９，６２０円 
その他各科目で教材費がかか
ります。 
　提出書類　①志願書、②１年
以内の胸部Ｘ線に異常がない
ことを証明するもの（病院・
勤務先の証明書等） 
　提出期間　３月３日　～３月
14日　　9：00～16：30 
　提出先　県立佐原白楊高校事
務室 
　申し込み先とお問い合わせ 
　県立佐原白楊高等学校　☎　
　５１３７ 
 
 
 
 
「航空ジャンク市」 
　普段なかなか手に入れること
のできない飛行機などの部品や
機内食用食器などの機内用品、
エアライングッズなどを展示販
売します。 
　期間　３月８日　～９日 
「集まれ！航空機コレクション」 
　航空機モデルの個人コレクシ
ョンを集めて展示します。 
　期間　３月15日　～16日 
「パイロットのおはなし」 
　現役のパイロットが、業務内
容やパイロットへの道などにつ
いて、体験を交えて解説しま
す。飛行機の操縦などの魅力を
プロから聞いてみましょう。 
　日時　３月30日　　13：00～ 
　お問い合わせ　航空科学博物 
　館　☎０４７９－７８－０５
　５７ 
 
 
 

　高齢者人口の増加に伴い、介護保険を利用する方が増加し 

ています。まだまだ介護は必要でないけれど、少しずつ気持 

ちや体が以前のように動かないという方も多くなっています。 

あなたも介護予防検診を受けて、自分らしいからだつくりや 

気持ちつくりを考えてみませんか？ 

 






